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が
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は
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を
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に
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い
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あ
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迎
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収
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が

そ

の
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例

で

あ

る
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「
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」

字

は

迂

及

郡

と

し

て

は

'

平

安

初

期
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で
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「
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紀

と

本

畔
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の

北

列

助
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「
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に

訓
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れ
て
お
り
'
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い
う
訓
が
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い
ら
れ
る
よ
う
に
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な
る
の
は
平
安
中
期
以
降
な
の
で
あ
る
.

宗
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
、
今
日
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
古
叫
記
:
L
L

文
の
潤
み
方
は
三
者
三
様
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観
を
只
し
て
い
る
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娩
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を
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。
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字
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え
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猪
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蝣
2
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古
事
記
上
巻
井
序
臣
髭
鮎
>
蠎
ス

と
i
i
と
同
じ
訓
を
既
に
示
し
て
お
り
'
川
～
㈲
と
異
な
る
も
の
と
し
て
は
'

㈲
古
事
記
上
巻
井
序
堪
璽
掛
聖
I
I
n
K

i
j
a
(
軍
竺
十
7
年
坂
本
)

ォ
I

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の
訓
み
方
が
'
安
蘇
侶
の
よ
み
に
合
致
す

る
の
か
問
う
ペ
-
も
な
い
現
状
で
あ
る
。

古
叫
記
の
序
の
文
章
が
、
五
経
正
義
表
な
ど
の
中
国
大
陸
に
行
わ
れ
た
文
体

(
注
4
)

の
1
で
あ
る
「
豪
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
'
良
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
即
に
古
郡
記
の
序
だ
け
で
な
く
'
奈

良
・
平
安
時
代
に
お
け
る
、
本
邦
人
制
作
の
「
序
」
の
文
章
の
鋳
型
と
な
っ
て

い
た
こ
と
は
'
文
革
秀
戯
集
群
・
令
義
解
序
を
は
じ
め
、
菅
宏
文
草
第
十
表
状
へ

本
朝
文
相
巻
第
四
表
上
・
巻
第
五
表
下
に
収
め
る
諸
表
を
見
れ
ば
'
理
解
し
う

る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
0
例
え
ば
、
管
宏
文
叩
表
状
の
「
為
二
藤
大
納
言
t
軍
]
右

近
衛
大
将
-
表
」
の
冒
頭
と
末
尾
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

摂
氏
宗
言
'
-
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レ
表
以
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、
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宗
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頓
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守
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言
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大
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藤
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氏
宗
上
表

又
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木
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枠
巻
第
四
表
上
の
「
為
.
]
貞
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公
I
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e
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由
政
元
一
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」
の
冒
頭
と
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あ
る
。
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延
滋
八
年
十
月
十
三
。
左
大
臣
正
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将
藤
原
胡
臣
上

表

古
郡
記
の
序
の
文
章
の
冒
頭
と
末
尾
と
を
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
'
同
じ
頂
型
に

あ
る
こ
と
が
分
る
。
古
郡
記
の
序
の
目
頭
と
末
尾
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

古
事
記
上
巻
序
井

田
安
拭
侶
言
へ
-
誰
以
献
上
'
田
安
武
侶
誠
但
誠
恐
'
頓
～
首
～
.
(
托
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和
銅
五
年
正
月
廿
八
日
正
五
位
上
勲
五
等
大
朝
臣
安
耗
侶
(
謹
上
)

(
真
福
寺
本
に
よ
る
。
)

右
の
ご
と
-
で
あ
れ
ば
'
古
事
記
の
奈
良
時
代
に
お
け
る
訓
点
が
存
し
な
い

以
上
'
こ
れ
と
同
類
の
本
朝
文
粋
な
ど
の
「
表
」
の
文
章
に
加
点
さ
れ
た
古
訓

点
充
料
を
援
用
し
て
'
古
事
記
の
序
の
こ
の
部
分
の
訓
み
を
復
元
す
る
方
法
が

考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
'
本
朝
文
粋
の
古
点
本
は
比
較
的
多
く
が
現
存
す
る

も
の
の
い
ず
れ
も
鎌
倉
時
代
及
び
そ
れ
以
後
で
あ
り
'
し
か
も
巻
第
四
・
巻
第

五
の
表
の
巻
は
現
存
本
そ
の
も
の
が
少
な
い
。
そ
こ
で
へ
　
「
表
」
の
訓
点
資
料

で
平
安
時
代
の
加
点
本
を
求
め
る
と
'
原
洪
文
が
中
国
大
陸
で
成
立
し
た
文
献

が
あ
る
.
文
選
及
び
大
府
三
蔵
玄
災
法
師
表
稗
が
こ
れ
で
あ
る
o

文
選
の
巻
第
十
九
は
'
「
麦
上
」
　
「
表
下
」
を
収
め
る
。
こ
の
巻
第
十
九
は

幸
い
に
し
て
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年
H
〇
九
九
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写
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ら
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い
る
.
東
山
御
文
臓
蔵
九
条
本
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選
二
十
二
巷
の
う
ち
巻
第
十
九
の
7
巻
が
こ

れ
で
あ
っ
て
'
そ
の
奥
古
が
「
頗
和
元
咋
九
月
廿
日
巳
刻
古
了
」
と
あ
る
も
の

で
あ
る
.
全
巻
に
加
え
ら
れ
た
訓
点
も
同
じ
頃
の
も
の
と
見
ら
れ
る
.
尚
'
書

陵
部
に
「
出
師
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」
　
(
全
五
十
7
行
)
　
7
怨
が
現
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れ
'
大
江
匡
房
其
煩

(
托
ォ
)

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
諸
点
か
ら
勘
案
す
る
に
'
右
の
九
条
本
康
和
元
年
写

本
か
ら
'
そ
の
部
分
だ
け
が
切
取
ら
れ
別
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
選
の
訓
点
に
は
'
奈
良
時
代
・
平
安
初
期
の
古
い
訓
法
を
部
分
的
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に
伝
存
し
て
い
る
が
'
全
体
と
し
て
は
博
士
家
の
訓
説
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
'
知
恩
院
蔵
大
唐
三
蔵
玄
突
法
師
表
醇
古
点
の
1
巻
は
'
平

安
初
期
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加
点
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
'
詳
密
な
訓
点
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

文
辞
は
「
表
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の
文
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あ
る
か
ら
'
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に
お
け
る
「
表
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の
訓
法
を

具
体
的
に
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し
め
る
歪
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資
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あ
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。
洪
文
訓
読
史
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、
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中
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大
き
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ら
れ
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れ
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あ
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八
月
五
日
沙
門
玄
央
上
表
謝

僧
の
玄
共
が
「
沙
門
」
と
し
た
冒
頭
の
芸
p
u
を
「
臣
」
と
す
れ
ば
'
古
事
記

上
表
文
や
菅
家
文
辞
・
本
朝
文
枠
'
更
に
は
文
選
の
表
に
お
け
る
「
臣
琴
巨

の
型
に
通
ず
る
.

1
'
「
言
」
の
訓
み
方

古
郡
記
序
文
の
冒
頭
文
「
臣
安
耗
侶
言
」
の
う
ち
、
先
ず
「
言
」
の
訓
み
方

を
考
え
よ
う
。
現
行
の
古
事
記
の
訓
読
で
は
、
前
節
に
掲
げ
た
よ
う
に
'

臼

E

3

C

(
:
-
]
　
-
・
・
・
m
m
矧
㈲

ォ
.
;
-
.
.
・
,
く

B
　
言
　
-
-
㈱
㈲
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の
二
様
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
い
ず
れ
が
奈
良
時
代
の
序
の
文
革
の
訓
み
方

に
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

平
安
初
期
の
知
恩
院
歳
大
府
三
蔵
玄
輿
は
師
表
梢
古
点
の
訓
法
を
見
る
と
、

前
紬
の
謂
例
の
よ
う
に
、
す
べ
て
へ

(
マ
ウ
)
す

沙
門
玄
琴
亭
-
蝣
n
自
国
内

と
あ
っ
て
'
「
言
」
に
「
す
」
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
お
り
'
当
時
「
マ
ウ
ス
」

と
訓
流
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
訓
法
は
、
文
選
の
「
表
」
の
頗
和
元
年
二
〇
九
九
)
点
で
も
同
様
で

^4
-
0
:
n
J
例
え
は
t
r
S
<
f
=
伯
の
「
州
]
;
情
-
小
-
i
I
蝣
蝣
-
」
の
-
'
¥
Z
¥

-l
上
米
は
そ
そ
の

訓
点
と
北
ハ
に
示
す
と
、

I
-
I

-
I
-
'
-
'
-
-
∴
-
・
-
i
.
言
-

す
て
(
シ
)
て
㌻

〇_
ー
卜
"
-
U
z
^

S
B
耐
a
g
j

と
あ
り
'
「
言
」
に
は
「
す
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
「
マ
ウ
ス
」

と
剖
ん
だ
こ
と
が
知
∴
r
-
'
C
'
-
l
l
.
下
川
華
北
;
i
・
点
の
c
=
;
-
n
-
y
.
*
ぬ
け
る
.

K
t
)
す

-
・
蝣
_
C
-
I
-
.
‖
s
-
-
∴
∴
-
/
-
/

R
.
(
<
蝣
<
蝣
・
>
T
r
]
吋
.
ン

臣
・
。
砧
(
去
)
言
・
(
譲
二
閃
I
府
】
表
'
九
条
本
巻
十
九
<
J
-
>
行
)

歩
国
比
†
ウ
す

階
o
・
臣
・
陛
・
機
・
言
・
(
謝
二
平
・
原
・
内
・
火
】
豪
'
同
右
2
-
9
行
)

(
i
-
O
†

臣
∴
=
=
・
言
(
箪
T
中
㌫
<
?
l
去
'
同
右
川
行
)

(
K
:
)
†

厄
・
革
言
・
(
明
・
宰
相
作
レ
相
讃
宜
・
成
・
郡
公
第
7
夷
同
右
6
-
4
行
一

蝣
a
x
z

t
E
玉
言
・
(
為
二
苅
-
糊
-
州
】
作
薦
レ
士
表
'
同
右
6
-
7
行
)

(
マ
ウ
)
チ

田
茶
o
(
平
)
言
・
(
塾
両
前
議
-
代
兄
製
封
第
7
衷
'
同
宕
1
-
7
行
一

先
ず
「
臣
」
で
始
ま
り
'
次
い
で
人
名
を
音
試
し
へ
「
言
」
を
「
マ
ウ
ス
」
と

訓
脱
し
て
い
る
3
こ
の
訓
は
は
鎌
介
時
代
の
文
選
の
訓
法
に
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
猿
投
神
社
蔵
文
選
の
正
安
四
咋
　
二
三
〇
二
)
校
本
で
も
'

上
文
選
許
衷マ
(
ゥ
)
ス
　
ヒ
ソ
カ
に
　
ミ
レ
ハ
　
て
　
t
・
ウ
チ
1
　
1
t
　
　
　
す

t
E
言
=
(
∴
)
f
:
　
j
g
　
」
蝣
蝣
・
誰
　
声
l
・
　
間
-
巾
蝣
!
L
進
。
-

と
あ
っ
て
同
様
の
訓
法
を
伝
え
て
い
る
3

右
の
よ
う
に
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の
古
点
本
で
は
「
衷
」
の
冒
頭
の
「
言
」

は
す
べ
て
「
マ
ウ
ス
」
と
訓
読
さ
れ
て
お
り
'
「
マ
ウ
サ
ク
」
の
訓
み
は
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
'
「
マ
ウ
ス
」
と
い
う
訓
み
方
が
古
来
行
わ
れ
て

い
た
と
婁
ら
れ
る
。
「
マ
ウ
ス
」
は
「
マ
ヲ
ス
」
の
音
便
形
で
あ
る
か
ら
'
翻

っ
て
、
奈
良
時
代
に
は
'
昔
班
に
な
ら
な
い
形
の
「
マ
ヲ
ス
」
が
行
わ
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

2
、
「
田
」
の
訓
み
方

次
に
'
古
叫
記
序
文
の
目
頭
文
「
日
安
拭
侶
言
」
の
う
ち
'
「
臣
」
の
訓
み

ヽ

　

ヽ

方
に
つ
い
て
み
よ
う
。
現
行
の
古
叫
記
の
訓
読
で
は
'
こ
の
「
臣
」
の
よ
み
と

し
て
'
前
節
に
担
げ
た
よ
う
に
'

レ
ん

即
　
題
　
　
鳳
E
f
f
i
g
i

ま

く

ら

B
　
日
-
・
・
・
㈲

t
a
n
s

C
　
臣
-
・
・
・
矧
棚

の
三
枝
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
い
ず
れ
が
古
叫
記
の
序
の
訓
み
方
に
令
っ
の

で
あ
ろ
う
か
。
三
枝
の
よ
み
方
の
う
ち
、
A
は
音
読
t
 
B
C
は
訓
読
で
あ
る
.

絶
間
の
訓
は
は
と
も
か
-
、
奈
良
時
代
の
訓
法
を
復
元
し
て
よ
も
う
と
す
る
時

は
、
訓
点
史
料
に
基
-
撰
文
訓
読
火
の
知
見
が
必
要
と
な
る
。
訓
読
史
上
「
臣
」

の
よ
う
な
7
般
的
な
普
通
名
詞
の
よ
み
方
は
'
平
安
初
期
に
お
い
て
は
訓
で
よ

(
注
7
)

む
の
が
1
船
で
あ
る
。
知
恩
院
蔵
人
堕
二
蔵
玄
炎
は
師
表
啓
古
点
で
も
'

,/:・<

川
　
虫
'
前
-
良
に
職
ト
オ
キ
ロ
に
し
て
　
(
3
9
行
一
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桝
、
ヽI

モ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
ゥ
ル
ー
ホ

躍
(
ハ
)
良
-
相
に
渦
ヒ
一
3
5
行
)

に
ノ
(
シ
ヒ
)
　
マ
ト
か

^
_
　
I
'
.
I

*
.
v
す
、
′

間
に
叩
　
(
し
)
　
て
　
l
'
-
/
z
)

a

r

a

a

r

諒
‥

 

'

-

"

蝣

I

¥

∵

・

=

.

∵

　

∵

i

-

r

:

-

l

l

日
　
維
た
る
途
た
る
万
~
H
な
れ
と
も
(
s
行
一

(
ヒ
)

川
旧
匿
英
て
た
る
こ
と
(
ヲ
)
(
S
行
)

w
d
^
^
^
E
X
s

的
2
i
(
n
)
s
!
J
g
セ
=
(
紬
行
)

の
如
-
で
あ
る
.
と
こ
ろ
が
へ
平
安
絶
半
期
以
降
に
な
る
と
、
字
音
で
読
む
こ

と
に
変
っ
て
来
る
。
入
唐
三
蔵
玄
炎
は
師
表
稗
古
点
と
同
じ
文
革
の
洪
文
を
'

院
政
期
の
永
久
四
年
二
二
六
)
に
訓
試
し
た
興
福
寺
成
人
糸
瓜
寺
三
蔵
法

師
伝
i
r
点
に
よ
る
と
'
右
抱
の
字
は
、
左
の
よ
う
に
字
許
で
よ
ま
れ
て
い
る
。

サ
I
・
*
-
)
イ
ナ

川
-
-
1
仲
澤
ぐ
(
人
'
X
s
r
-
ぐ
間
(
さ
a
.
-
S
!
-
糾
.
<
:
+
)

タ
反
川
既
r
絶
-
近
川
。
英
(
去
)
を
S
巌
匹
二

後
帖
は
字
音
に
読
ま
れ
る
字
句
が
'
翻
っ
て
平
安
初
期
に
和
訓
で
読
ま
れ
る
の

は
、
淡
文
訓
読
史
に
お
け
る
変
遷
の
班
の
一
つ
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
へ
「
臣
」
の
訓
み
方
は
'
奈
良
時
代
と
し
て
は
'
和
語
で
よ
む

の
が
良
さ
そ
う
で
あ
る
.
和
語
と
し
て
は
B
「
ま
く
ら
」
t
C
「
や
つ
こ
」
が
挙

げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
ま
-
ら
」
の
訓
は
延
任
本
・
軍
氷
坂
本
に
見
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
ま
-
ら
」
が
、
「
諸
氏
人
、
東
方
諸
国
造
十
二
氏
乃

i
z
a
ニ
ォ
I

f
L
十
A
I
人
へ
〓
レ
ー
ー
1
¥
'
*
干
・
-
'
J
J
例
.
J
-

-
1
1
天
帆
叫
:
'
J
(
i
:
l
」
氏
-
;
・
'
.
)
の
「
柁
子
」

と
同
じ
と
す
れ
ば
'
こ
れ
は
朝
廷
に
仕
え
て
配
胴
関
係
の
仕
串
を
す
る
若
者
の

i
.
j
と
比
ら
れ
る
か
ら
'
上
表
文
t
m
の
「
臣
」
の
訓
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な

い
。
「
田
」
の
字
は
'
古
叫
記
の
序
を
除
い
た
本
文
に
は
'
1
〇
三
例
用
い
ら

れ
て
い
る
。

大
芥
山
戸
臣
神
(
巻
上
間
)

近
臣
命
(
准
巾
4
)

和
親
田
採
臣
祖
也
(
怨
中
E
)

人
臣
　
(
7
*
J
下
川
仙
)

E
M
邸
酌
醐
K
t
s
ォ
&
5
臨
簡
E

坂
木
田
等
之
祖
根
臣
(
巻
下
2
)

な
ど
の
知
-
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
鮫
柊
に
挙
げ
た
例
と
同
じ
倍
所
に
当
る
所
を

口
木
沖
=
紀
要
煉
天
草
冗
年
で
は
「
坂
本
日
相
加
使
主
」
と
表
記
L
t
　
「
使
主
」

に
つ
い
て
は
「
使
主
此
云
於
済
」
　
(
朗
宗
即
位
前
)
　
の
訓
注
が
別
に
あ
る
か
ら
'

古
事
記
の
「
臣
」
も
「
お
み
」
の
訓
を
表
わ
し
た
と
孝
与
ら
れ
る
。
古
事
記
の

7
〇
三
例
の
「
臣
」
は
'
「
大
田
石
は
お
み
)
」
も
含
め
て
'
す
べ
て
「
お
み
」

a
s

と
読
む
こ
と
が
出
来
る
.
し
か
も
'
本
文
に
お
け
る
「
臣
」
は
'
上
代
氏
姓
制

圧
に
お
け
る
「
姓
」
の
搾
類
の
一
で
あ
っ
て
、
「
連
」
　
「
君
」
な
ど
と
共
に
祖

先
の
日
日
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
天
　
を
祖
先
に
も
つ
氏
族
で
'
大

和
迎
合
政
柾
を
構
成
し
た
豪
族
に
与
え
ら
れ
た
姓
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
'
古
郡
記
の
序
文
の
日
]
r
E
に
お
け
る
、
「
臣
安
蘇
侶
言
」
の

「
巾
」
は
'
「
表
」
と
い
う
文
化
の
去
利
鞘
蛸
の
7
で
あ
っ
て
'
既
に
中
国
人

H
P
川
い
-
:
・
-
」
蝣
サ
封
を
=
*
サ
現
し
た
も
の
で
あ
る
'
&
M
末
は
の
「
口
-
;
/
苅
1
.

誠
坦
誠
恐
」
も
同
種
の
用
い
方
で
あ
る
.
大
朝
臣
安
武
侶
の
家
系
は
'
新
%
'
姓

氏
録
に
よ
れ
ば
、
神
武
巾
子
神
八
井
耳
命
の
校
孫
と
あ
り
'
「
多
臣
稚
敷
」
(
莱

糾
紀
一
'
「
多
臣
品
拾
」
一
天
武
紀
一
と
同
じ
山
族
と
す
れ
ば
「
臣
安
蘇
侶
」
を

「
お
み
」
と
読
む
こ
と
も
出
来
そ
う
で
あ
る
が
、
古
事
記
に
お
い
て
は
'
序
と

木
又
と
で
は
用
字
は
の
仏
系
が
異
な
っ
て
お
り
へ
同
　
%
字
で
も
'
意
味
や
よ
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み
が
災
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
特
に
序
の
口
班
の
「
田
安
孤
侶
言
」
は
、
既

述
の
よ
う
に
中
国
大
陸
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
「
表
」
の
文
章
に
従
っ
た
用
法

で
あ
る
か
ら
'
「
臣
」
の
訓
に
'
本
邦
の
上
代
氏
姓
制
度
に
出
る
「
お
み
」
と

い
う
訳
を
充
て
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
.

細
論
'
決
字
「
臣
」
に
「
お
み
」
の
訓
が
与
え
ら
れ
る
に
至
る
背
景
に
は
'

「
臣
」
字
に
天
子
に
近
侍
す
る
意
が
あ
り
'
意
味
の
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
が
'
「
表
」
の
R
頚
の
「
臣
」
は
天
子
に
対
す
る
臣
下
と
し
て

の
坤
下
の
自
ポ
で
あ
る
か
ら
'
国
語
と
し
て
は
氏
姓
の
「
お
み
」
と
は
別
の
訓

で
な
け
れ
ば
な
い
苦
で
あ
る
。

自
己
の
謙
称
と
し
て
の
「
臣
」
は
、
挟
撃
'
高
相
紀
上
・
江
の
「
張
墳
日
'

古
人
棚
与
語
'
多
自
称
レ
臣
'
自
邸
下
之
近
也
」
を
引
-
ま
で
も
な
く
中
国

大
陸
で
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
自
己
の
謙
称
と
し
て
の
「
臣
」
字
に
対

し
て
'
本
邦
の
古
代
人
は
ど
の
よ
う
な
和
語
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

A
*
'
*
"
.
∴
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
=
~
∴
;
・
-
・
:
-
:
i
'
蝣
;
'
-
,
:
蝣
蝣
'

〓
∴
‥
 
<
-
・
・
蝣
バ
ー
*
・
*
¥
・
-
 
*
'
'
'
.
 
*
!
*
サ
∵
土
牛
i
;
^
)

「
田
」
の
訓
「
ヤ
ツ
コ
ハ
」
は
表
書
の
朱
筆
'
「
コ
」
は
仮
名
字
体
「
子
」
(
コ

甲
類
)
'
「
宿
揃
」
の
訓
「
ト
ノ
ヰ
ツ
カ
へ
マ
ツ
リ
キ
」
も
茶
吉
の
朱
筆
で
あ
る
.

「
臣
」
は
呂
と
い
う
人
物
の
会
話
の
中
に
あ
り
'
会
話
の
相
手
で
あ
る
陛
下
に

対
す
る
q
l
下
の
自
称
で
あ
っ
て
'
古
叫
記
の
序
の
目
頭
の
「
臣
」
が
上
表
文
の

文
体
に
従
っ
て
へ
天
虫
に
対
し
て
使
っ
た
卑
下
の
自
称
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。

そ
の
「
臣
」
の
訓
に
「
ヤ
ツ
コ
ハ
」
と
あ
る
の
で
あ
る
0
上
代
の
国
語
と
し
て

の
「
や
つ
こ
」
は
'
7
人
称
の
謙
称
と
し
て
男
女
と
も
に
用
い
て
い
る
。
「
や

ヤ

　

コ

つ
こ
」
は
「
家
ツ
子
」
を
語
源
と
す
る
'
下
男
・
下
女
の
意
の
名
詞
で
あ
っ
て
'

ヤ
ツ
コ

「
ホ
時
佐
々
披
多
我
円
仁
'
童
女
参
相
、
別
間
拾
久
'
扱
離
、
筈
日
'
奴
吾
柁
天

見
通
命
孫
桝
八
佐
加
支
刀
部
石
竹
旨
此
れ
'
我
児
、
芋
太
乃
大
帝
奈
翌
日
蛇
」
(
倭

脈
仕
記
へ
神
宮
文
描
蔵
杢
　
の
「
奴
(
ヤ
ツ
コ
)
」
が
名
詞
か
ら
代
名
詞
に
転
じ

て
行
-
中
間
過
程
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

し
て
み
る
と
'
古
郡
記
の
序
文
目
頭
の
「
田
安
拭
侶
言
」
の
「
臣
」
を
和
訓

で
C
の
よ
う
に
「
ヤ
ツ
コ
」
と
読
む
こ
と
は
'
平
安
初
期
の
訓
点
充
料
に
そ
の

証
が
攣
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
古
郡
記
の
序
文
の
「
臣
」
は
へ
こ
の
訓
点
資
料

の
「
臣
」
と
同
じ
用
法
で
あ
り
、
し
か
も
上
代
に
そ
の
用
法
に
今
っ
和
語
「
や

つ
こ
」
が
存
す
る
こ
と
よ
り
'
古
郊
記
の
序
文
の
「
臣
」
を
「
や
つ
こ
」
と
訓

む
こ
と
は
'
安
筋
侶
の
意
図
し
た
よ
み
に
迫
る
も
の
で
あ
ろ
う
0

3
へ
　
「
安
茄
侶
」
の
字
体

古
事
記
の
序
文
の
「
安
蘇
侶
」
を
'
「
安
」
が
訓
仮
名
、
「
詐
侶
」
を
音
仮

銘
の
用
法
と
見
て
'
「
や
す
ま
ろ
」
と
訓
む
こ
と
は
問
題
が
な
い
で
あ
ろ
う
.

・

¥

-

-

'

蝣

.

'

'

-

'

-

'

Z

"

-

一

>

:

・

'

.

,

-

'

i

一

∵

>

-

蝣

・

-

蝣

.

'

蝣

蝣

r

.

v

j

f

.

'

「

(
慶
等
R
・
正
・
七
、
和
銅
四
・
四
・
七
、
霊
些
R
・
正
・
十
へ
同
二
・
九
・

二
十
三
へ
養
老
七
・
七
・
七
(
卒
)
)
に
作
り
'
日
本
書
紀
弘
仁
私
記
で
も
「
従

E
位
下
勲
五
等
大
胡
田
淵
矧
矧
等
奉
勅
所
拭
也
」
　
(
国
史
大
系
本
、
日
本
紀
私

記
串
本
)
と
作
る
。
本
朝
月
令
四
月
七
日
の
英
成
選
短
冊
事
に
引
く
式
部
記
文

p
'
,
 
*
^
^
T
T
'
-
 
'
-
-
"
"
'
リ
.
・
・
、
i
J
中
に
コ
　
　
　
　
　
　
(
?
.
 
'
.
;
-
-
 
'
z
i
-
.
 
'
.
Y
:
i
　
・
'
蝣
i
;
'
-

か
れ
て
い
る
.
1
方
'
古
郡
記
の
古
写
本
で
は
'
真
福
寺
本
を
始
と
し
て
伊
勢

系
諸
本
'
卜
部
系
諸
本
い
ず
れ
も
'
「
安
蘇
侶
」
と
書
い
て
あ
っ
て
異
同
が
な

い
。
1
休
'
古
市
記
の
序
文
の
冒
頭
に
諾
か
れ
た
'
「
ヤ
ス
マ
ロ
」
の
字
体
は

ど
の
字
体
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

昭
和
五
十
四
年
1
月
に
、
奈
良
市
東
部
の
茶
畑
の
大
安
耗
侶
の
K
t
.
か
ら
出
土

し
た
、
鋼
板
製
の
安
揖
侶
の
茄
誌
銘
は
'
奈
良
時
代
の
当
時
の
実
物
と
し
て
'
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こ
の
間
.
=
q
を
解
決
す
る
資
料
と
な
る
。
そ
の
茄
詰
銘
は
左
の
四
十
1
文
字
が
刻

ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

左
京
凹
傑
四
坊
従
四
位
下
勲
五
等
大
朝
臣
安
蘇
侶
以
突
亥
(
以
上
1
行
一

昨
七
月
六
日
卒
之
　
　
養
老
七
年
十
二
月
十
五
日
乙
巳
　
(
以
上
丁
行
)

こ
の
黙
認
銘
に
よ
る
と
'
字
体
は
「
安
蘇
侶
」
で
あ
っ
て
'
古
郡
記
の
藁
福
寺

本
を
始
め
と
す
る
古
写
諸
本
の
字
体
と
1
致
し
て
い
る
。
恐
ら
く
'
古
事
記
の

現
存
す
る
古
写
本
の
諸
本
は
'
原
本
の
字
体
を
忠
実
に
伝
え
た
も
の
と
増
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

凹
み
に
'
「
ヤ
ス
マ
ロ
」
と
い
う
名
の
人
物
は
'
奈
良
時
代
に
お
い
て
も
多

勢
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
古
文
古
に
そ
の
名
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
'
近
年
'

藤
脱
宮
跡
か
ら
出
土
し
た
木
冊
の
中
に
'
奴
姉
の
こ
と
を
志
し
た
、
「
官
奴
誰

い
;
-
1
小
　
二
.
1
-
'
・
蝣
-
'
コ
:
;
　
∵
.
<
-
-
-
-
.
v
'
-
'
.
1
-
>
蝣
!
∴
.
〓
‥
　
　
　
」

と
が
あ
り
'
「
安
麻
呂
」
の
字
体
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
は
慶
雲
三
年
　
(
七

〇
六
)
前
後
の
も
の
と
さ
れ
　
(
昭
和
五
十
三
年
十
1
月
二
十
三
日
朝
日
新
聞
)

る
か
ら
へ
古
事
記
挟
録
の
和
銅
五
年
よ
り
も
数
年
前
と
な
る
。
し
か
し
'
こ
の

「
文
脈
H
」
は
'
字
体
も
異
な
り
'
奴
姉
で
あ
る
か
ら
'
古
郡
記
択
録
者
の
「
大

間
臣
安
武
侶
」
と
は
別
人
で
あ
る
。

三
、
序
文
の
巻
頭
の
字
句
と
訓
み

古
耕
記
の
巻
上
の
巻
頭
は
'
窮
福
寺
本
に
よ
る
と
'

古
事
J
上
?
J
'
i
-

の
如
-
超
名
と
「
序
井
」
の
注
記
と
の
七
字
が
誌
さ
れ
て
い
る
.
序
の
本
文
は

第
二
行
か
ら
「
臣
安
武
侶
言
」
の
文
字
で
始
ま
っ
て
い
る
。

-
　
「
序
井
」
の
字
順
と
そ
の
よ
み

注
記
の
「
序
井
」
は
、
真
福
寺
本
の
他
'
伊
勢
系
本
の
這
東
本
'
遺
祥
本
'

春
稔
本
す
べ
て
'
こ
れ
と
同
じ
字
の
順
序
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'

卜
部
系
の
本
は
'
寒
水
本
'
猪
熊
本
'
前
田
木
以
下
の
諸
本
が
「
井
序
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
字
脳
は
'
い
ず
れ
が
撰
文
の
正
格
に
叶
う
か
と
す
れ
ば
'
卜
部
系

詔
本
の
「
邦
序
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
.
文
選
な
ど
中
国
大
陸
の

文
章
を
引
-
に
及
ば
ず
'
万
嘉
集
の
題
詞
や
懐
風
藻
の
題
詞
で
も
「
邦
序
」
で

あ
る
こ
と
は
、
諸
家
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
で
は
'
伊
勢
系
諸
本
の
「
序

邦
」
は
転
写
の
問
に
字
順
を
誤
っ
た
も
の
で
原
本
の
体
裁
を
伝
え
た
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

1
体
'
巻
頭
の
'
し
か
も
抱
か
に
二
a
J
字
を
誤
写
す
る
と
い
う
こ
と
は
果
し

て
あ
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
親
木
に
「
序
邦
」
と
撰
文
の
格
に
合
わ
な
い

字
脱
が
あ
っ
た
も
の
を
'
転
写
に
当
っ
た
後
人
が
'
さ
か
し
ら
に
「
井
序
」
と

い
う
漢
文
の
格
に
叶
う
字
脳
に
収
め
る
こ
と
は
有
り
う
る
に
し
て
も
'
そ
の
逆

の
場
合
'
意
図
的
に
行
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
難
い
。
し
か
も
'
巻
頭
の
標
題

の
下
の
二
文
字
を
無
意
図
的
に
誤
る
こ
と
は
考
え
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ヽ

　

ヽ

こ
の
間
出
は
'
こ
の
二
字
の
よ
み
方
と
探
-
係
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

本
居
宣
長
は
'
古
事
記
伝
に
お
い
て
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
i
i
1
.
A

邦
序
は
ナ
ラ
ビ
ニ
序
と
も
序
ヲ
ナ
ラ
ブ
と
も
よ
め
ど
も
、
共
に
此
方
の
も
の

'

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

い
ひ
ざ
ま
に
あ
ら
ず
'
此
は
か
に
か
-
に
古
言
に
は
訓
が
た
し
'
さ
れ
ど
こ

ヨ
l

れ
ら
は
い
か
に
読
て
も
あ
る
ペ
し
、
又
背
よ
り
序
ノ
字
の
訓
も
な
し
、
し
ひ

十

′

*

ォ

r

　

　

　

　

　

　

　

ソ

て
い
は
ゞ
中
背
よ
り
奥
書
と
い
ふ
こ
と
あ
る
、
共
は
か
ら
ぶ
み
に
て
駿
と

'

　

　

　

　

　

　

　

　

1

云
物
な
れ
ば
、
是
に
椎
へ
て
序
を
ば
'
ほ
し
が
き
又
は
は
し
こ
と
ば
な
ど
や

云
べ
か
ら
む

今
日
行
わ
れ
て
い
る
古
郡
記
の
訓
読
で
は
'
こ
の
二
字
の
よ
み
方
と
し
て
'
前

- 357



前
節
に
掲
げ
た
よ
う
に
t

.
J
よ
」
詛
蝣
'
'
-
*

<
i
」
を
邦
・
・
・
-
仙

あ
は
E
邦
i
-
i
て
け
-
蝣
蝣
蝣
n

も
は
ぜ
小
.
'
-
o

洲
S
H
E
3
こ
こ
^
^
K
S
X
S

D
序
邦
せ
た
り
-
・
・
・
棚

の
よ
う
に
四
迫
り
が
あ
る
。
一
作
'
「
邦
」
o
r
は
'
「
批
」
字
と
絶
世
は
志
味
・

用
法
が
舶
用
さ
れ
る
こ
と
が
普
辿
と
な
る
が
'
古
-
は
性
別
さ
れ
て
お
り
、
洪

文
訓
読
火
か
ら
す
れ
ば
'
平
安
初
期
に
は
「
邦
」
は
「
ア
ハ
ス
」
'
「
北
」
は

「
ナ
ラ
ブ
」
の
訓
を
担
い
、
訓
み
分
け
ら
れ
て
い
る
3
従
っ
て
'
「
邦
」
を
「
ナ

ラ
ブ
」
の
訓
で
読
む
こ
と
は
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
は
普
通
に
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
「
邦
」
を
「
ア
ハ
ス
」
の
訓
で
読
む
'
n
・
o
・
o

が
醐
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

(
-
:
・
)

延
位
二
咋
二
三
〇
九
)
　
成
立
の
梢
北
村
退
抄
に
よ
る
と
'

出
目
p
t
e
訓ニ
ハ

i

7

　

7

　

　

　

　

　

　

　

石

　

r

-

w

f

f

j

-

i

　

顎

融

・

・

納
-
都
訓
不
レ
就
レ
之
音
読
レ
之
如
レ
云
二
邦

ヲ
ハ
一
】

川
-
-
'
-
!
訓
読
.
之
軸
J
-
'
t
,
;
㍑
甲
州
一
心
I
j

I
]
ハ
T
ア
ハ
ス
ー
'

北
-
京
泉
州
斗
也
訓
読
レ
之
挟
-
号
亦
爾
如
レ
云
レ
邦
レ
序
足
也
此
題

ノ=
;
蝣
・
m
号
t
準
也
(
元
臓
十
二
咋
版
木
一

S
!
と
あ
り
'
音
読
と
訓
読
の
「
序
ヲ
邦
ス
」
と
の
二
つ
の
読
み
方
が
南
都
と
北
京

(
舅
州
立
と
で
異
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
又
'
二
中
朕
で
は
大
学
講
詩

タ
H
y
'

作
法
に
お
い
て
'
西
曹
司
読
作
法
で
は
「
邦
レ
序
云
在
」
へ
東
糾
し

.
司
説
作
法
で

セ
テ
7
r
t
ト
ー

ー
ノ

は
「
邦
序
云
ホ
」
と
読
ん
で
'
そ
の
よ
み
方
を
共
に
し
て
い
た
と
い
う
0

こ
れ
ら
は
共
に
、
鎌
分
時
代
の
記
轟
で
あ
る
か
ら
'
直
技
に
奈
良
時
代
の
よ
み

を
知
る
材
料
に
は
な
り
難
い
。
し
か
し
'
博
士
家
に
お
け
る
訓
読
に
は
'
そ
の
困

梨
性
に
供
っ
て
、
伝
統
的
な
古
い
訓
は
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
い
ず
れ

ア

ハ

　

　

　

　

　

7

ハ

七

テ

が
古
い
と
碓
対
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
'
「
梯
ヲ
邦
セ
ク
リ
」
と
「
邦
　
:
1
L
」

の
訓
み
方
に
古
形
を
伝
え
る
可
能
性
は
皆
無
で
は
な
い
。

そ
こ
で
'
再
び
古
叫
記
の
伊
勢
系
木
の
「
序
邦
」
の
字
順
に
注
目
し
よ
う
。

'

.

L

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

J

T

こ
の
字
間
は
「
ア
ハ
セ
テ
序
」
の
読
み
か
ら
は
生
れ
る
こ
と
は
な
い
。
「
梯
ヲ

ア
ハ
セ
ク
リ
」
の
i
S
.
み
を
'
日
本
語
の
そ
の
読
み
の
伯
序
の
ま
ま
に
洪
字
を
配

し
た
時
に
'
は
じ
め
て
「
梯
邦
」
の
字
順
が
生
れ
る
。
「
序
ヲ
」
と
ヲ
柿
を
と

る
目
的
語
が
他
動
詞
「
邦
ス
」
の
上
に
位
a
し
て
い
る
点
が
'
正
格
の
洪
文
の

法
に
合
わ
な
い
。
日
本
語
文
を
そ
の
ま
ま
純
字
で
表
記
し
た
形
で
あ
る
。

古
事
記
の
本
文
の
中
に
は
、
ヲ
格
を
と
る
目
的
語
と
他
動
詞
と
を
表
わ
す
字

の
順
序
に
'
二
様
を
持
つ
も
の
が
傾
く
見
ら
れ
る
。

-
 
'
1
∴
;
;
(
∵
)
　
と
'
/
*
'
中
聖

.
=
い
.
山
、
(
:
蝣
'
　
　
　
　
　
十

・

°

.

,

V

-

-

　

　

　

　

　

-

(

'

-

.

r

r

.

 

'

'

-

.

-

:

-

-

・

」

蝣

"

・

a
と
b
と
は
「
ひ
た
き
」
と
い
う
和
語
を
表
わ
す
の
に
'
「
火
」
と
「
焼
」
と

の
字
間
に
お
い
て
「
火
」
が
a
は
上
に
、
b
は
下
に
来
て
い
る
。
b
は
撰
文
の

法
杓
に
叶
っ
た
字
肘
で
あ
り
t
 
a
は
日
本
紙
の
語
順
の
ま
ま
に
「
火
」
　
「
灼
」

を
配
し
た
も
の
で
あ
る
。
C
の
「
洛
雌
」
と
d
の
「
坦
溝
」
と
に
つ
い
て
も
同

じ
こ
と
が
い
え
る
。
古
郡
記
の
本
文
に
お
い
て
は
'
「
火
」
　
「
構
」
と
い
う
ヲ

柿
の
口
的
譜
を
'
他
動
湖
の
上
に
P
_
い
て
滋
わ
す
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
似
合
に
注
目
さ
れ
る
の
は
'
ヲ
格
の
格
助
詞
「
を
」
が
用
い
ら
れ

△

な
い
こ
と
で
あ
る
3
　
「
古
語
炎
日
宇
災
」
の
訓
注
が
そ
の
こ
と
を
捌
的
に
示
し
て

△

い
る
3
　
「
ひ
た
き
」
も
「
ひ
を
~
た
き
」
で
な
い
こ
と
は
文
脈
上
型
ら
か
で
あ
る
。
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引
　
-
,
 
"
)
　
　
小
叫
y
,

ヽ

　

ヽ

な
ど
の
字
順
と
そ
れ
が
表
わ
す
よ
み
と
も
亦
'
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え

よ
う
。
即
ち
'
古
語
拾
辺
の
「
古
語
」
が
噴
示
す
る
よ
う
に
'
古
-
は
ヲ
格
の

目
的
語
に
格
助
詞
「
を
」
を
付
け
ず
に
、
「
み
ぞ
」
「
ひ
」
だ
け
で
他
動
詞
「
う

み
」
　
「
た
き
」
に
続
け
る
言
い
方
が
広
く
行
わ
れ
た
と
批
起
さ
れ
る
。
格
助
詞

「
を
」
が
感
動
の
助
言
I
J
か
ら
転
じ
た
と
い
う
助
詞
史
の
上
か
ら
も
百
村
山
氷
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
言
い
方
は
'
平
安
時
代
・
鎌
倉
時
代
の
漢
籍
の
訓
読
の

<
-
;
サ
)

枇
非
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

7

ヒ

ン

と

カ

　

　

　

　

す

　

　

　

に

　

　

ヒ

ソ

と

ツ

タ

ル

L

と

_

焚
遅
希
レ
学
レ
　
稼
。
子
日
吉
不
レ
如
二
老
-
嬰
詣
レ
学
レ
　
為
レ
　
圃
O

(
論
語
災
帥
京
僻
二
年
点
)

特
に
「
稼
」
　
「
田
」
の
よ
う
な
　
i
S
字
の
語
に
著
し
い
。

古
却
記
に
お
い
て
'
目
的
語
が
他
動
詞
の
上
に
F
i
か
れ
る
用
法
は
、
こ
の
よ

う
な
「
を
」
格
助
詞
を
去
わ
さ
な
い
場
合
に
見
ら
れ
る
3
　
こ
の
こ
と
を
鞄
合
す

a
*

れ
ば
'
「
序
邦
」
も
'
「
を
」
助
詞
を
表
わ
さ
な
い
'
「
ジ
ヨ
<
邦
セ
ク
リ
」
の
日

本
語
文
を
洪
字
で
表
記
し
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
序
の
文
章
は
正
格

洪
文
で
あ
っ
て
'
本
文
の
川
字
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
3
そ
の
概
題
の
注
に
日

本
語
の
語
序
に
従
っ
た
字
鵬
が
あ
る
の
は
不
自
然
の
よ
う
で
も
あ
る
。
し
か
し
'

巻
頭
の
「
古
事
記
上
巻
梓
升
」
の
七
字
は
'
古
叫
記
伝
に
も
い
う
よ
う
に
'
巻
上

の
本
文
を
も
含
む
全
休
の
撚
題
で
あ
り
'
「
序
井
」
は
そ
の
注
の
字
句
で
あ
っ

て
、
序
の
本
文
は
「
臣
安
拭
坦
n
」
以
下
で
あ
る
3
従
っ
て
'
こ
の
注
の
字
句

が
'
本
文
の
字
句
と
同
じ
用
法
で
あ
る
こ
と
は
射
り
う
ろ
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

次
に
へ
　
「
序
」
の
よ
み
方
に
つ
い
て
'
宜
・
長
は
「
序
」
に
訓
が
な
い
が
「
は

し
が
き
」
又
は
「
は
し
こ
と
は
」
な
ど
言
う
か
と
'
S
'
U
.
っ
て
い
る
C
'
古
訓
点
染
料

で
、
こ
の
「
序
」
の
よ
み
を
拾
い
難
い
が
'
文
休
の
T
と
し
て
の
「
去
」
に
つ

い
て
は
、
知
思
院
蔵
大
山
三
城
玄
災
法
師
表
啓
古
点
に
'

幹
)
t
i
C
…
ツ
(
リ
)
か
山
が
文
出
荷
に
作
(
・
ォ
K
)
掛
が
鶴
題
聖
和

の
よ
う
に
「
ヘ
ウ
」
の
字
音
読
み
を
.
6
す
仮
名
が
付
せ
ら
れ
て
い
た
。
「
序
」

も
「
表
」
に
準
ず
る
も
の
と
す
れ
ば
'
字
音
読
み
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
。

2
、
標
題
の
よ
み

由
^
^
^
蝣
9

巻
頭
の
楼
題
「
古
郵
記
」
の
よ
み
に
つ
い
て
'
古
頒
記
伝
「
記
題
号
の
叫
」

y

ノ

シ

▲

　

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

ヲ

で
、
書
名
の
意
図
が
日
本
書
紀
の
「
記
二
定
　
帝
紀
及
上
古
之
謂
叩
こ

i
S
2

と
同
じ
-
'
古
の
叫
を
記
せ
る
記
の
窓
で
あ
り
'
そ
の
よ
み
方
を
'
訳
者
は
字

音
読
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
つ
つ
も
、
日
本
書
紀
の
よ
み
方
に
準
じ
て
フ
ル
コ
ト

プ
ミ
と
訓
む
と
し
た
ら
良
い
と
述
べ
た
。

現
行
の
古
事
記
の
訓
読
で
は
'

こ
　
　
*
-
)
　
　
M
t

A
　
古
郡
記
-
・
・
・
仙

ム
る
こ
と
L
t
み

B
　
古
事
記

と
の
二
様
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
も
碓
証
は
な
い
が
、
分
野
怒
司
博
士
が
'
令
災

解
に
旧
事
紀
を
古
郡
記
と
書
い
て
い
る
の
は
共
に
和
訓
で
フ
ル
コ
ト
プ
ミ
と
呼

ば
れ
た
か
ら
と
説
か
れ
た
の
は
、
和
語
で
よ
む
訓
み
方
の
和
カ
な
証
と
な
る
3

上
代
に
お
け
る
国
書
の
吉
名
の
読
み
方
を
碇
定
す
る
こ
と
に
は
困
難
が
多
い
が
へ

平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
は
'
字
音
直
読
で
な
く
和
風
に
よ
ん
だ
証
が
あ
る
。

西
大
寺
本
金
光
明
穀
勝
王
経
平
安
初
期
点
で
は
、
巻
第
1
の
巷
朝
の
械
題
の
、

金
光
明
最
勝
王
経
序
品
第
1

を
'
次
の
よ
う
に
訓
読
し
て
い
る
。

金
の
光
明
あ
り
て
叔
勝
な
る
こ
と
王
の
ゴ
ト
タ
イ
マ
ス
[
ィ
'
光
判
ア
リ
テ
最

勝
ル
コ
ト
王
の
ゴ
ト
ク
イ
マ
ス
]
維
序
品
第
1

(
春
日
政
治
博
士
の
訳
文
に
よ
る
)
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又
、
知
恩
院
蔵
大
府
三
蔵
玄
突
法
師
表
啓
古
点
で
も
'

大
-
膳
の
西
-
域
の
記
1
十
二
巻

新
訳
の
西
-
域
の
記
与
は
者

と
訓
読
し
て
い
る
。
こ
れ
を
以
て
す
れ
ば
'
奈
良
時
代
に
謝
っ
て
も
、
標
過
を

訓
読
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。

四
'
終
　
り
　
に

ヽ

　

ヽ

古
事
記
上
巻
の
巻
頭
及
び
序
文
の
冒
頭
文
の
よ
み
方
は
'
前
節
ま
で
の
手
続

き
に
よ
れ
ば
'
左
の
よ
う
に
な
る
。

昭
E
 
A
P
k
E
t
i
e
t
t
i

古
　
事
　
記
　
上

E

i

l

t

U

l

d

s

]

コ

　

　

R

臣
　
安
　
筋
　
侶

つ

言責巻呈

じ
よ
あ
ほ
せ
た
り

序
　
井

こ
れ
は
'
現
行
の
訓
読
の
中
で
'
序
の
冒
武
文
に
お
い
て
は
'
丸
山
二
郎
氏

「
誓
古
事
記
」
に
最
も
近
い
こ
と
に
な
る
。
但
し
標
題
の
注
に
つ
い
て
丸
山
氏

は
「
井
序
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
差
異
が
あ
る
。
丸
山
氏
の
序
の
冒
頭
文
の

訓
読
に
つ
い
て
は
'
そ
の
手
間
・
拠
所
が
別
記
さ
れ
て
い
な
い
。
小
稲
に
お
い

て
は
'
平
安
時
代
'
特
に
平
安
初
期
の
訓
点
資
料
に
基
い
て
'
漢
文
訓
読
史
の

知
見
を
背
景
と
し
つ
つ
、
安
満
侶
の
よ
み
に
迫
ろ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
試
み
た
方
法
は
'
単
に
序
文
の
冒
頭
文
だ
け
で
な
く
'
序
文
の
文
章

の
全
休
に
つ
い
て
'
そ
の
訓
読
に
通
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
'
紙
幅
の

都
合
で
'
小
梢
で
は
R
E
∃
頭
文
に
止
め
る
こ
と
に
し
た
。

(
注
1
)
拙
稿
「
古
事
記
音
訓
表
(
上
)
J
　
文
学
第
E
l
十
七
巻
八
号
、
昭
和
五

十
四
年
八
月
)
'
「
古
事
記
音
訓
表
(
下
)
」
(
文
学
第
四
十
七
巻
十
7

号
'
昭
和
五
十
四
年
十
1
月
)

(
注
2
)
拙
柁
「
「
及
」
字
の
訓
読
」
(
国
文
学
言
語
と
文
芸
第
四
号
、
昭
和
三

十
四
年
四
月
)

(
注
3
)
倉
野
怒
司
博
士
は
r
古
事
記
仝
註
釈
第
7
巻
序
文
茄
』
　
(
昭
和
四
十

こ

じ

き

じ

や

う

く

わ

ん

な

ら

ぴ

に

じ

よ

し

ん

や

す

ま

八
年
十
二
月
)
　
で
は
'
「
古
郡
記
上
　
巻
　
邦
　
序
　
田
安
拭

ろ
ま
セ

侶
言
さ
-
」
と
訓
み
改
め
ら
れ
て
い
る
。

(
注
4
)
藤
井
信
=
1
F
古
事
記
上
表
文
の
研
究
』
　
(
昭
和
十
八
年
十
二
月
)
他
3

(
注
5
)
　
「
謹
上
」
の
二
字
は
真
福
寺
本
に
は
な
い
。
延
佳
本
に
よ
る
。

(
往
6
)
巻
末
補
紙
に
明
治
十
二
年
畑
成
文
の
左
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
右
出
師
表
東
寺
古
僚
底
所
伝
/
大
江
匡
房
真
壁
石
必
有
来
由
/
古

色
誠
然
穀
可
宝
式
典
/
明
治
己
卯
冬
日
　
畑
成
文
観
」

j

'

j

1

-

y

"

:

'

I

-

・

　

-

.

.

,

-

,

-

　

　

　

　

　

　

-

年
三
月
)

(
往
8
)
中
田
祝
夫
F
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
(
総
論
G
)
』
(
昭
和
二
十
九

年
五
月
)
。
二
中
座
の
記
餌
も
本
古
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
注
9
)
　
往
7
文
献
3

(
ホ
…
り
蝣
v
^
十
㍍
-
r
Z
)
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